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項 目 内   容 手段・キーワード例 

A 

他者と協
働する力 

ⅰ：目的を意識したグループワークや話し合いがで 

きる 

○積極的に発言する・傾聴する 

○役割（司会，記録，発表）を果たす 

〇適切な言葉遣いや配慮をする 

ⅱ：自分と他者の意見を比較・関係づけ，意見をより
深化・発展させられる 

   

○多数決によらない合意形成 

○異なる立場による討論・議論(ディスカッション・ディベート) 

〇話のかみ合う質疑応答 

B 

課 題 理
解・発見
力 

 

ⅰ：設定された課題の条件を的確に把握できる 

 

 

〇課題文・グラフ・表などの正確な読み取り 

〇状況・設定の明確化    

〇解答の方向性(何が求められているか)を判断する 

ⅱ：解決すべき新しい課題を自ら設定できる 〇日常生活・社会の中での気づきや疑問の明確化 

〇新規性のある課題の設定 

〇実践後の振り返りによる新たな課題の発見 

C 

情報収集 

力 

ⅰ：目的に応じた適切な方法・道具を利用し，情報を 

入手できる 

○インターネット・研究論文(先行研究)・報告書・統計・書籍・辞 

書・新聞等での情報収集 

○実験・インタビュー・アンケート・フィールドワークの実施 

○研修・講座への参加 

D 

情報分析
力 

 

ⅰ：必要な情報を取捨選択し，整理，原因等の分析が
できる 

〇シンキングツールの活用(ロジックツリー・マインドマップ・バ 

タフライチャート等) 

〇複数のデータや情報の関連付け・因果関係 

〇グラフ・データの文章化・文章のグラフ化 

〇疑問点を明確にし，質問する 

ⅱ：情報の成り立ちや背景を踏まえ，根拠を明らかに
して情報や主張の確かさや有用性を判断できる  

 

 

○標準偏差・標準誤差・相関係数等を使って情報の精度を上げる 

〇意見か事実か判断する  

〇バイアスを考慮する 

〇主張を支える適切な根拠になっているか吟味する 

E 

考察・統
合力 

ⅰ：これまでの経験や学習によって得た知識や情報を
統合して推測したり，課題について自分の意見や
考察を論理的に組み立てたりできる  

〇未知語の意味を文脈や語の成り立ちから推測する 

〇情報の概要・筆者の主張の理解 

〇発言・意見の背後にある理念や価値観の推察 

○時代背景・経済・世論・国際的な視点を考慮し，文脈を深く予 

想・理解する 

〇実生活と結び付けて考える・具体例を想像する 

F 

構成・表
現力 

 

ⅰ：受け手の立場を考え，基本的なル―ルを守って正 

確に伝えられる(書く・話す） 

〇意味が分かるような音読 

〇原稿用紙の使い方・レポートの様式・文体 

○分かりやすいグラフ・写真・書式・デザイン(色・大きさ) 

〇音量・速さ・抑揚・間・表情・アイコンタクト 

〇見せる部分，しゃべるだけの部分を適切に分ける 

ⅱ：適切な形式を用い，構成（論理性）を意識しつつ， 

根拠のある表現ができる（書く・話す） 

G 

自己調整
力 

 

ⅰ：見通しを立てて物事を計画したり，結果やプロセ
スを振り返って適切に修正・改善したりできる 

 

 

○解決までの道筋・構成を予測する 

〇実行可能な学習計画を立てる 

〇優先順位をつける 

〇実験計画・インタビュー項目の精選 

〇誤りや足りない情報の把握 

〇時間管理 

F．構成・表現 

B．課題理解・発見 

C．情報収集力 

 

E．考察・統合 D．情報分析 

正確な知識 

A．協働 

G．自己調整 


